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　 閉弦 と開弦を含む弦 の 場の 理論 （open −closed 　SFT ）を構成す る こ とは、弦理論 における重要な

課題 で ある と言える 。 本研 究で は 、open −closed 　SFT を構成する第
一
歩 と して 、閉弦 と開弦の 相互

作用項が どの よ うな形を して い る の か調べ る 。

　 弦 の 場の 理 論の作用 S は Batalin−Vilokovisky（BV ）形式を用 い て構成 され る 。 具体的 に は、ま

ず、弦 の 場 の 空間上 で fermionic　closed 　2−∬orm ω を定義する 。 次に、（古典）BV 方程式 ｛5 ，
　S ｝＝ 0

を解 くこ と で 弦の 場 の 理論 の作 用 θが求 まる 。 こ こ で 、｛A ，
B ｝は antibracket と呼 ばれ ω を用 い

て 表され て い る 。
こ の BV 方程式が S に対 して 強い 制限 を与える 。

　 本研究で は 、 閉弦の 場 の 理論 と開弦 の 場の 理論 を出発点 と して 、 その 相互作用項 を具体的 に構

成す る こ とを試み た 。 開弦の 場の 理論は い くつ かある が、こ こ で は境界的弦の 場 の 理論 （BSFT ）
を採用する 。 すな わち 、 弦の 場の 作用を
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と して 、BV 方程式 を満 たす よ うに Sintと w

。c を求め る 。　Sintは 閉弦 と開弦 の 相互 作用項で 、　on −

shell で は よ く知 られた形 （Blc引Ψ〉となる よ うに とる 。 我 々 は、　BV 方程式 ｛S ，
　S｝＝ 0 の 0 （hlf2）

ま で 消える よ うな 5intと ω
。 c

の 組み合 わせ を 2 つ 発 見 した 。 また 、 上 で 求め た Sintと ω
。 c

の うち

1 つ は 、0   で も、BV 方程式 の 大部分 の 項 は消える こ とが分 か っ た 。 上の 2 つ の うち、どち らが

望 ま しい の か、また、S に h の 高次 の 項を どの よ うに付 け加 えるか に つ い て は今後の 課題 で ある 。

　 な お 、
こ の発表は寺口俊介氏 （名大理 ）との 共同研究に基づ い て い る 国。
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